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日本で は現在 ､ 国土地理 院を筆頭に ､ 大学､ 官庁等 に よ っ て , 全国 の陸域お よび主

要な島喚 にG P S 連続観測網が展開されて おり ､ その 世 界でも例 の ない 空間密度は､ e p s

気象学 の駆動力とな っ て い る ｡ し か しな がら ､ 海洋域 に お い て は , 陸域 に比較 して観

測密度は低く ､ 海津城で の観測網の充実は , 今後の 課題であ る ｡

○無人島にお けるO P S 連続観測

海洋域の観測網を充実さ せ る た め には , 領海内 に多く点在する無人島を利用する こ

とが有力な手殺 であ る ｡ 無 人島で の 連続観測は , 経費や利便等も含め て観測条件が厳
しい こ とか ら､ これ ま で実現して い な い が ､ 測地学的､ 気象学的にみ て重要な位置 に

あるものも少なくな い o

無 人島での 観測 にあたり問題とな るの は ､ 観測場所 ､ 電 源､ デ ー

タ通信手段 ､ 設置､

保守 の ため の渡航手段の確保等が挙げられ るc こ れら の 問題 に対する 解決法は ､ い ず

れも技術的 には確立 して い る と言え るが ､ 経費等も含め た現実間置と して考え る と ､

対象とする島喚に よ っ て その 困難さ の度合 い は異なる ｡
本計画 は ､ 無人島に 創 ナる G P S 連続観測シ ス テ ム の 開発 ･ 試験, 海洋域で の デ

ー

タ 収

集を 目的として ､ 九 州西方 に位置す る男女群島の 女島に お い て , シス テ ム の構築 ･ 観

測を行うもの である ｡

○男女群島¢位置
男女群島は ､ 九州西方､ 五 島列島の南西 に位置して い る (第 1 囲) ｡ 測地学的に見
れば ､ 沖縄 トラ フ の 延長上 , 別府島原地溝帯との接合部付近にあたる こ と､ ま た最近

議論 の盛んなア ム ー ル プレ ー トq) 境界付近とも考えられ る こ と な どか ら､ 興味深 い 位
置にあ る ｡

ま た ､ 気 象学的に は ､ 一 般に酉 から東 へ と変化する 日本の気象の 初期位相をとらえ

得 る列島西端にある ため ､ 本群島付近 の水蒸気量 は重要 馴官報で あ る 0

○無人島観測 シス テ ム

本 シ ス テ ム は ､ 海上保安庁の管轄す る女島灯台構内 に設 置 す る 予定で ある ｡ 女 島は ､

義人島と は い え ､ 4 人の 灯台職貞が常駐し､ 1 0 日交代で維持 ･ 保守作業を行 っ て い る ｡

そ の た め ､ 上述 の 問題のうち ､ 場 所の 確保お よ び渡航が比較的容易で あり ､ シ ス テ ム

開発 の 条件はよ い ｡

観測 シス テ ム の ダイ ア グ ラ ム を第2 園 に示す ｡ 無人島観測を行う上 で最も問題とな
る電源供給手段として は ､ 太陽電池の利用を考える ｡ デ ー タ通信手段として は ､ N T r の

衛星通信回線を用 い る ｡ こ れ ら電源 ･

通 信シ ス テ ム の 定常運用が ､ 開発面 で の 中心課

題 と な る ｡ ま た ､ 気象観測を布 い ､ デ ー タ の 取り込 み を行う ｡

灯台建物とは独立 に ､ 観測家屋を設け ､ G P S 受信部 , デ ー タ 保存用 パ ソ コ ン ､ 通信用
端末等必要な物品を格納す る ｡

本観測 シ ス テ ム の 現地 へ の 設置 ･ 観測開始は ､ 平成1 0 年度を予定して い る ｡
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第1 図 男女群島の位置
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第2 図 観測 ス テ ー シ ョ ン ダイ ア グラ ム
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